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1.は じめ に

今 日の 社会 は,コ ン ピュー ター が い ろ い ろ

な型 で 利 用 され て い る.

こ の 様 な 高 度 情 報 社 会 に お い て,コ ン ピ

ュ ー タ ー につ い て理 解 し,活 用 す る能 力 を養

う こ と は,必 要 不 可 欠 な もの に な りつ つ あ る.

教 育 の 場 に お い て も,コ ン ピュ ー タ ーの利

用 は,急 速 に高 ま り,コ ン ピュ ー タ ー その も

の につ いて学 習 した り,コ ン ピュ ー タ ー プ ロ

グ ラ ミン グにつ い て教 育 を して い る と こ ろ も

あ る.又,教 師 が学 習 指 導 の資 料 を得 る ため

に利 用 し た り,教 師 の 代 理 と して,コ ン ピ

ュー タ ー を使 用 して い る.文 献 資 料 の整 理 ・

成 績 管 理 な ど も,コ ン ピュー ター で処 理 す る

学 校 が ふ え て い る.

今 回 は,化 学 の実 験 学 習 の一 助 と して,デ

ィス ク フ ァイ ル を利 用 した パ ソコ ンの プ ロ グ

ラム を作 成 したの で報 告 す る.

2.概 要と作業手順

パ ソコンの利用方法として大 ざっぱに分け

るならば,直 接命令をし,解 答させるや り方

(電卓的利用法)と あらか じめプログラムを

作 り,デ ータを入力 し,実 行 して結果を出さ

せ,そ れらをファイル名をつけてデ ィスクに

格納するやり方とがある.後 者がパソコン本

来の使い方である.

ファイルとは何かと言うと,あ る目的にそ

って集められた情報のことで,記 録の集まり

のことである.こ れ らの情報を保管する為に

ディスクに格納するわけであるが,デ ィスク

は,多 くの情報を記憶させることの出来る薄

い円盤状の磁気記録媒体である.種 類がいく

つかあるが,今 回使用 したのは5イ ンチ両面

図15イ ンチ両面倍 密 度倍 トラ ック フロ ッピ

ィデ ィス ク
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(NHKテ キス ト)

倍 密 度 倍 トラ ックの デ ィス クで あ る.

図 一1に 示 さ れ て い る様 に,ト ラ ック は0

～76 ,セ ク タ は1～16ま で分 か れ て い る.

デ ィス クの或 る特 定 の場 所 を指 定 す る に は,

この トラ ック番 号 と セ ク タ番号 を用 い る.セ

ク タ はデ ィス ク に読 み書 きす る最 小 の単 位 で,

1セ ク タに は256バ イ トの情 報 を記 録 す る こ

とが 出 来 る.

読 み 書 きす る 方法 か ら見 る と,デ ィス ク フ

ァイル に は,シ ー ケ ン シャ ル フ ァイル と ラ ン

ダ ム フ ァイル の 二 つ が あ る.

シ ーケ ン シ ャル フ ァ イル と言 う の は,順 編

成 フ ァイ ル と も いわ れ,初 め か ら順 番 通 りに

読 み書 き を して 行 く.即 ち,書 く順 序 は初 め

か ら規 則 正 し く順 番 にか か れ,読 む順 序 は書

い た順序 で しか 読 め な い の で あ る.つ ま り,

三 番 目の デ ー ター を読 み た い時 も,1番 目,

2番 目,3番 目 と順 に従 っ て読 む わ けで,と

び こ して3番 目 を読 む こと は出 来 な い.デ ー
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図3ラ ン ダム ファ イル(NHKテ キ ス ト)

ター 数 の 多 い時 最 後 の 方 を知 りた い 時 な どは

不便 で あ る.し か し,ラ ン ダム フ ァ イル に く

らべ る と処 理 の方 法 が 単純 な の で プ ロ グ ラム

は簡 単 で あ る.流 れ図 は図 一2で あ る.

ラ ンダ ム フ ァイ ル と は,フ ァイ ル 内 の任 意

の場 所 を指 定 す る こ と に よ り,読 み書 きが 自

由 に 出来 る.つ ま り,3番 目 と言 う場 所 を指

定 す ると,す ぐに そ の デー ター が読 め る.又

3番 目と言 う場 所 を指 定 す れ ば別 の デ ー ター

に差 し換 え る こ と も可 能 で あ る.即 ち,目 的

の デ ー ター を得 る の に は,ラ ンダ ム フ ァ イル

の方 が,時 間的 に も非 常 に短 く,読 み書 き が

自由 に 出来 る と言 う特 徴 が あ る.情 報 量 が多

く,修 正 も 多 くな る様 な問題 につ い て は,ラ

ンダ ム フ ァイ ル の方 が 適 当 で あ ろ う.但 し,

プロ グラ ム作 成 時 に い くつ か の約 束 が あ る.

前 もっ て レコ ー ドの 長 さや項 目の 長 さ を指 定

して お か な くて は な ら ない.又 フ ァイ ル に書

き込 む デ ー タ ー は特 別 な文 字 列 に変 換 せ ね ば

な らな い し,読 み 込 む 時 は再 び変 換 しな お さ

な くて は な らな いの で注 意 を要 す る.流 れ 図
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は図 一3で あ る.

実 際 に コ ン ピュ ー タ ー を使 っ て 問題 を解 く

に は,次 の様 な手 順 で行 な う.

ま ず,問 題 を解決 す るた め の手 順 を 明確 に

整 理 す る こ とで ある.処 理 手順 を 図式 化 す る.

つ ま り,流 れ 図(フ ロ ーチ ャー ト)を 書 い て,

全 体 の処 理 の論 理 的流 れ をわ か る様 に す る.

次 に流 れ 図 に従 って プ ロ グ ラム を作 成 す る.

この プ ロ グ ラ ム は,コ ンピ ュー ター に解 か る

特 殊 な文 字 や 記 号 で作 成 され な けれ ば な らな

い.パ ソ コ ン に おい て は,BASIC言 語 を

使 っ て プ ロ グ ラ ム を作 る.使 用 す る機 種 に よ

って も,い く ら か言語 が異 な る.コ ン ピュ ー

タ ー は,命 ぜ ら れ た こと しか 実 行 しな い の で,

正 し くプ ロ グ ラ ム され て い な い と動 い て くれ

な い.

出 来 た プ ロ グ ラム を入 力 しそ して 実 行 して

み る.こ の段 階 で,コ ン ピュ ー タ ー に理 解 出

来 な い文 法 上 の誤 りな どが発 見 さ れ,そ れ を

修 正 し完 成 した も の を使 用 す る わ け で あ る.

更 に プ ロ グラ ム や デ ー ター を保 存 して お く為

に カ セ ッ トや デ ィス クが あ る.こ れ らカ セ ッ

トや デ ィス クに 保存 され た プ ロ グ ラム や デ ー

ター は,必 要 に 応 じて出 し入 れ が 出来,追 加

す る こ と も削 除 す る こ と も訂 正 す る こ と も出

来 る.大 量 の 資 料 の保 管 に は極 めて 便 利 で あ

る.

例 え ば,化 学 で使 用 す る溶 解 度 積 に関 して

言 う な らば,実 験 者 に よっ て デ ー タ ー が ま ち

ま ち で あ る.こ れ らの 異 な る デ ー タ ー を全 て

入 力 して お くな らば,必 要 な 時 い ろ い ろ な文

献 か ら探 さな くて も,一 度 の 出 力 で,い ろ い

ろ な デ ー ター を手 に入 れ る こ とが で き る.つ

ま り,辞 書 と か便 覧 の様 な働 き を させ る こ と

も可 能 で,時 間 も労 力 も極 端 に縮 少 す る こ と

が 出 来 る.コ ン ピュ ー タ ーの 機 能 の 極 め て す

ぐれ た一 面 で あ る.

3.プ ログラムの作成

今回は,教 育学部初等教育課程理科専修3

年次生の化学実験のうち,陽 イオン分析の中

で,溶 解度積を利用する為のプログラムを作

成 した.

陽イオン分析の原理と方法について概要を

述べると,あ る元素,あ るいはそのイオンを

検出するには,特 定の元素のみに反応する試

薬があれば,そ れを用いて検出することが出

来る.こ れを特異試薬 という.し かし,多 く

の試薬は,い くつかのイオンと反応 し,必 ず

しも特異的ではない.そ の為通常,溶 解度の

差を利用して分離する方法が用いられる.即

ち,あ る種のイオンだけ溶けにくい物質にか

え,沈 澱として母液か ら分離するのである.

水にとけにくい塩MAを 水に入れてかきまぜ

ると,ご く一部分が溶解するだけで飽和溶液

をつ くる.こ の時溶けた部分は,全 部イオン

に解離 しM+とA一 にわかれる.

MA(飽 和溶液)→M+十A一

この時の平衡定数は温度が一定の時一定値を

もつから

謙 謝 出菜簒.即ち_塩 の飽
和 溶 液 にお い て,陰 陽両 イ オ ンの 濃度 を い い,

KsPで 表 わ す.M+とA一 と を含 む 溶 液 と

を まぜ 合 わせ た と き,沈 澱 を生 じるか ど うか

を早 く知 るに は,両 溶 液 に お け るM+お よび

A一 の 濃 度 か ら混 合 液 中 の 〔M+〕 〔A-〕 を

求 め,KsPと の 大 小 関係 を調 べ れ ば よ い.

〔M+〕 〔A-〕 がKsPよ り大 き い と き に は

MAの 沈 澱 を生 じ,KsPよ り小 さ い と き に

は,沈 澱 を生 じな い.又PHに よっ て も沈 澱

を生 ず る領 域 が変 わ る.

これ らの こと を考 え て,ま ず,溶 解 度 積 を

しま う ラ ン ダム フ ァイ ル を作成 した.

次 に,し っま た ラ ンダ ム フ ァ イル を利 用 し

て,一 覧 表 を作 成 す る プ ロ グ ラ ム,更 に 陽 イ

オ ン を指 定 す る と夫 々 の 陰 イ オ ン に対 す る溶

解 度 積(KsP)を 表 示 す る プ ロ グ ラム を作

成 した.
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4.使 用 機 種

本 体NECPC-9801F

デ ィス プ レーNECPC-KD551

プ リ ン ターNECPC-PR201

5.プ ロ グ ラ ム1～5

プ ロ グ ラ ム ー1(シ ー ケ ン シ ャル フ ァ イ ル)

10'8蟹Ksp-8鴫

20GlIDTH80,,25

30CONSOLEO,10,0,1

40DIPSA$(13,111

50FORI=1TO.13

60READA$(1,1),A$(1,2),A$(1,3),A$(1,4),A$(1,5),A$(1,6),A$(1,7),A

$(1,8),A$(1,9).A$(1,10),A$(1.11)

70NEXTI

:!

90'ヨ ウカイ ト、セキヒョウ ノサクセイ

95M=10

100FOR.1=1TO13

t10LOCATEO,M:PRINTUSING"&&";A$(1,1),A$(1,2),A$(1,3),A$(1

4),A$(1,5),A$(1,6),A$(1,7),A$(1,8),A$(1,9),A$(1,10),A$(1,11)

115M=M+1

120NEXTI

l30LOCATEO,0:INPUT"カ チオンメイ ハ?量゜.X

135Z=0

1401FX=1THENX$="Ag+"

1501FX=2THENX$="Hg2+"

1601FX=3THENX$="Hg+"

1701FX=;4.THENX$="Cu2+"

1801FX=5THENX$="Cd2+"

1901FX=6THENX$="A13+"

2001FX=7THENX$="Ni2+"

2101FX=8THENX$呂"Fe2+鱒

2201FX=9THENX$="Ca2+"

2301FX=10THENX$="Ba2+"

2401EX=11THENX$="Zn2+"

2501FX=12THENX$="Pb2+"

260FORI=2TO13

2701・FX$=A$(1.1)THENCOLOR@(0,10+X)一(79,10+X),5

280NEXTI

3001FZ=1THENRETURN80ELE5RETURN

310FORI=80TO80+813STEP8

400DATAカ チオンメイ.C1-.1-,S2-,OH-,Br-.CN-,C204-一.CO3-一 。So4-一,CrO4--

410DATAAg+,lE-10.8E-7,6E-50,3E-6.5E-13,1E-16,4E-11,8E-12,2E-5.2

E-12

420DATAIig2+,1E-18.5E-29.誉.1E-46,6E-23,5E-40,2E-13.9E-17,7E-792E
-9

430DATAHg+,誉,誉g4E-53,*,*,暑,鬢,*,*,畳

440DATACut+,IE-6,1E-12,3E-46,1E-14,5E-9,3E-29,2E-8,*,*,4E-6

450DATACd2+,*,茶,2E-26,6E-15.曇.曇,9E-8,美,曇.誉

460DATAA13+,茶.曇,呉,2E-32,誓,曇,譽,呉,誓g耗

470DATANi2+,耗,曇.3E-19,7E-i8,*,*,誉',7E-9,*!擬

480DATAFe2+,*,甚,6E-1898E-16,畳,誉,3E-7,4E-11g誉,曇

490DATACa2+.3E-9g曇,畏,6E-6,畏,*,4E-9.5E-9,iE-6.曇

500DATABa2+g契.2E-9.2E-5,曇,*,曇,2E-8,5E-9,1E-iO,1E-10

510DATAZn2+,*.菁,2E-24.1E-7,美,3E一 霊3.3E-8.1E-1i.曇,曇

520DATAPb2+,2E-5,7E-9,1E-28.2E-7,*,*,5E-10,3E-14,2E-8,2E-14
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結 果

カチオンメイCし 一1-S2-

Ag+1E-108E-76E-50

Hg2+1E-185E-29

Cut+1E-6

Cd2+甚

Aし3+營

Nat+幹

Fe2+軽

Cat+3E-9

Ba2+畳

Zn2+軽

Pb2+2E-5

1E-123E-46

軽2E-26

畳 軽

軽3E-19

畳6E-18

鰄 誉

2E-92E-5

静2E-24

7E-91E-2$

OH-

3E-6

1E-46

Br-

5E-13

6E-23

1E-145E-9

6E-15營

2E-32管

7E-18曇

8E。16鱒

6E-6幹

鱒 骨

1E-7幹

2E-7幹

CN-C204--CO3--So4--CrQ4--

1E-164E-11$E-122E-52E-12

5E-402E-139E-177E-7-2E-9

3E-292E-8曇 管4E-6

曇9E-・8軽 甚 襲

誓 う← 營 鱒 軸

碁 舗7E-9純 誓

畳3E-74E-11菅 骨

軽4E-95E-91E-6赫

*2E-8SE-91E-101E-10

3E-133E-8'1E-11鱒 軽

管 ・5E-103E-・142E-82E=14

解 説

プ ロ グ ラ ムー1(シ ー ケ ン シ ャル フ ァ イル)

前準備

場所の確保

データをくりかえし読む

表示の方法

カチオンメイのコー ド番号を入力

10-30

40

50--70

90-一 一120

130

カチオンメイのコー ドを設定 し

それが入力された時その行 を

青で表示する

データを書 く場所

データー

135-一 一280

310

400-520

プ ロ グ ラ ムー2(ラ ン ダ ム フ ァ イル)

10'〔Ksp)フ ァイルサクセイ

15b?IDTH80.25

200PEN°'Ksρ 一1餌AS#t

30FIELD#1,4ASCA$,4ASCN$,8ASAA$,8ASBB$,8ASCC$,8ASDD$,8ASEE$,8As

FF$,8ASGG$,8ASHH$,8ASII$,8ASJJ$

40'

50CA!=1
■60

70PRINT
801NPUT
901NPUT
rOO,INPUT
IlOINPUT
T'2,01NPUT
1301NPUT.'
140'INPUT
1501NPUT
1601NPUT
lZOINPUT
I801NPUT
190'

詈'カチオンコートMllCAB

霾゚カチオンメイ'噛NA$

"C1 -";AA#

1-";BB#

S2一 齒CC#

OH-DD#

Br-";EE#

CN-";FF#

C204-一";GG#

CO3-一";HH#

SO4一 一II#

CrO4-一";JJ#

300LSETCA$=MKS$(CA!)

310LSETCN$=NA$

320LSETAA$=MKD$(AA#)

330LSETBB$=MKD$(BB#)

340LSETCC$=MKD$(CC#)

350LSET.DD$=AIKD$(DD#1

360L5ETEE$=PAKD$(EE#)

370LSETFF$=M1{D$(FF#)

380LSETGG$3MKD$(GG絆)

390LSET.HH$=MKD$(HH#)

400LSETII$=MKD$(II#)

410LSETJJ$=MKD$CJJ#)

420'

ノ ニュウリョク'書
430PUT#1,CA!

4401NPUT巳'オ ワ1丿マスカ(Y/N)'1;EN$

4501FEN$="Y"'1'NEN500

460-CA!=CA!+1

470GOTO70

500CLOSE#1

510END

解 説

プ ロ グラ ム ー2(ラ ン ダ ム フ ァ イル)

前 準 備(フ ァイ ル オ ー プ ン,フ ィー ル ドの設

定)10～30

レコ ー ド番号 初 期 設 定50

入 力表 示.70～180

バ ッ フ ァへ の書 き込 み(文 字型 に変 換)

300-一一410

レ コ ー ド番 号 の カ ウ ン ト460

フ ァ イル クロ ー ズ500

終 了510
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プ ロ グ ラ ム ー3(ラ ン ダ ム フ ァ イ ル)

10'(Kspjケ ンサク

15WIDTH8Q,25

200PEN'IKsp罫 .1鴨AS#i

30FIELD#i,4ASCA$,4ASCN$,8ASAA$,8ASBB$,8ASCC$,8ASDD$,8ASEE$ ,8AS
FF$,8AsGG$,8ASHH$,8ASII$.8ASJJ$

40R=LOF(1)

50'

601NPUT'暫 ケンサクスルコート"(end:-i)'竃;Q

701FQ<OTHEN500

801FQ=<RTHEN110

90SEEP:PRINT"カ チオンコート"";Q;"ハ アリマセンll:GOTO50

100

110GET#1,Q

120'

130CA!=CVS(CA$)

140NA$=CN$

150AA#=CVD(AA$1

160BB#=CVD(BB$1

170CC#=CVD(CC$1

180DD#=CVD(DD$)

190EE#=CVD(EE$)

200FF#=CVU(FF$1

210GG#=CVQ(GG$)

220HH#=CUD(HH$)

23011#=CVD(II$)

240JJ#=CVD(JJ$)

250'

260PRINT

270PRINT'量 力チオンコート"'1CA!

280PRINT曹 冒カチオンメイ'1NA$

290PRINT"Cl-";AA#

300PRINT"1-'.';BB#

310PRINT"S2-";CC#

320PRINT"OH-";DD#

330PRINT"Br-";EE#

340PRINT"CN-";FF#

350PRINT"C204-一";GG#

360PRINT"CO3-一":HH#

370PRINT"504-一";II#

380PRINT"CrO4-一";JJ#

390'

400GOTO50

420'

430PUT#1.CA!

4401NPUTllオ ワリマスカ(Y/N)'置:EN$

4501FEN$="Y"THEN500

460CA!=CA!+1

470GOTO70

500CLOSE#1

510END

解 説

プ ロ グ ラ ムー3(ラ ンダ ム フ ァイル)

前 準 備10～30

フ ァ イル の一 番 う しろの 最 大 レ コー ド番 号 を

Rに 入 れ る40

レコ ー ドの範 囲 にあ る か な いか60～90

検 索 の 為 の コー ドを入 力110

内 部 変 数 へ の 変換130～240

各項 目の表 示260～380

レコ ー ド番 号 の カ ウ ン ト460

フ ァイ ル ク ロ ーズ500

終 了510

プ ロ グ ラ ムー4(ラ ン ダ ム フ ァ イル)

iO'(Ksp)イ チランヒョウ

15WIDTH80.25

200PEN'曝KSp-iAS#i

30FIELD#1,4ASCA$,4ASCN$,8ASAA$,8ASBB$,8AsGC$,8ASDD$,8ASEE$,8AS

FF$,8ASGG$,8ASHH$,8ASII$,8ASJJ$

40R=LOF('1)'

50'

60PRINT"コ ートM'°;SPC(D;'9カ チオン 會゚;SPCq);"Cl-'1;SPC(2);°'1-°8;SPC(2);"S2-";SPC(

2);"OH-";SPC(2):"Br-";5PC(2);"CN-";SPC(1);"C204-一";SPC(1);"CO3-一";SPC(2);"

・S.04-一";SPC(2);"CrO4-一"

70'
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80FORK=1TOR

90GET#1.K:GOsUB101.0
-100PRINTUSING闘 赫排 門;CAl;

105PRINTUSING"&&";CN$;

120PRINTUSING"赫,.赫^^^^鱒;AA赫,BB#,CC#,DD#,EE盤,FF廿,GG拌,HH赫,II韓,JJ#

140NEXT.K

150'

160CLOSE#1

170END

250'

260PRINT

390'

400GOTO50

420'

430PUT#1,CA!

4401NPUTI'オ ワt,マスカ(Y/N)8°;EN$

4501FEN$="Y"THEN500

460CA!=CA1+1

470GOTO70

500CLOSE#1

510END

999'

1000'サ ブ"ル ーチン

1.010CA!=CVS(CA$):NA$=CA$

1020AA#=CVD(AA$):BB#=CVD(AA$):CC#=CVD(CC$)

1030DD#=CVD(DD$):EE#=CVD(EE$):FF#=CVD(FF$)

1040GG#=CVD(GG$):HH#=CVD(HH$):II#=CVD(II$)

1050JJ#=CVD(JJ$)

1060RETURN

解 説

プ ロ グラ ム ー4(ラ ンダ ム フ ァ イル)

前 準 備10～30

Rの 入 力40

陰 イ オ ンの表 示60

読 み込 み80～90

各 項 目の 表 示 の仕 方120

ク ロ ー ズ と終 了160～170

終 了 の確 認440

レ コー ド番 号 の カ ウ ト460

フ ァイ ル の ク ロー ズ500

終 了510

サ ブ ル ー チ ン内 部 変 数 へ の変 換1000～1050

プ ロ グ ラ ム ー5(ラ ン ダ ム フ ァ イ ル)

100'(Ksp)フ ァイルヘンコウ

1201JIDTH80.25

1300PEN"Ksp-1"A5#1

140FIELD#1,4ASCA$,4ASCN$,8ASAA$,8AsBB$,8AsCC$,8ASDD$,8ASEE$,8AS

FF$.8ASGG$,8ASHH$.8ASII$,8ASJJ$

150R=LOF(1)+1

160'

1701NPUT8'ト"レ カ(1:ツ イカ2:シ ュウセイ3:ト リケシ4:オ ワリ⊃'豊;S%

1801FS%<10RS%>4THENBEEP:GOTO170

1900NS%GOTO200.400,900,995

193'

ユ95'1:リ イカ

200PRINT51コ ーF"1霤;R璽'ノ ニュウリョク1°

2301NPUT'9カ チオンメイ'INA$

240.INPUT"C1-":AA#

2501NPUT"1-";BB#

2601NPUT"S2-";CC#

2701NPUT"OH-";DD#

2801NPUT"Br-";EE#

2901NPUT"CN-";FF#

3001NPUT"C204-一";GG#

3101NPUT'cos-一 四HH#

3201NPUT"504-一";II#

3301NPUT"CrO4-一";JJ#

340'

3501NPUT° °テ"・一タ ハOKテ"ス カ(Y/N}";YY$

3601FYY$〈 〉"Y"THEN.200

365'

370CA!=R:GOsUB1000:PUT#1.R:R=R+1

380GOTO200

390'

399'2:シ ュウセイ

4001NPUT'° シュウセイ スル コート"ハ(オ ワり:-1)'°;Q
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4101FQ<OTHEN170

4201FQ=<R-1THEN450

430BEEP:PRINT'° コートN°1;Q;"ハ アリマセン":GOTO400

440'

450GET#1.Q:GOSUB1100

530'

540PRINT

550PRINT',1コ ート唯'8;CAl

560PRINT'°2カ チオンメイ"NA$

570PRINT"3C1-";AA#

580-PRINT"41-"BBB#

590PRINT"5S2-";CC#

600PRINT"60H-";DD#

610PRINT"7Br-":EE#

620PRINT"8CN-";FF#

630PRINT"9C204-一";GG#

640PRINT"IOCO3-一";HH#

650PRINT鱒1iSO4-一"竃II排

660PRINT"12CrO4-一";JJ#

670PRINT

680'

6901NPUTllナ ンバa,ノ シュウセイ テMス カ(`ソキ"ニ ススム:-i⊃";Y%

7001FY%<OTHEN850

7101FY%<IORY%>12THENSEEP:GOTO690

7200NY%GOTO730.740.750.760.770,780,790,800,810,820,830,840

7301NPUTl'コ ート"'量CAlGOTO690

7401NPUT闘 力チオ冫メイ'3NA$GOTO690

7501NPUT"C1-";AA#:GOTO690

7601NPUT"1-";BB#:GOTO690

7701NPUT"S2-";CC#:GOTO690

7801NPUT"OH-";DD#:GOTO690

7901NPUT"Br-";EE#:GOTO690

8001NPUT"CN-";FF#:GOTO690

8101NPUT"C204-一":GG#:GOTO690

8201NPUT"Go3-一";HH#:GOTO690

8301NPUT"504-一";II#:GOTO690

8401NPUT"CrO4-一":JJ#:GO'TO690

850'

860GOSUB1000:PUT#1,Q:GOTO400

870'

899.°3:ト1丿 ケシ

9001NPUT墜'ト リケシスル コート"ハ{オ ワ,丿:-1)°';Q

9101FQ<OTHEN170

9201FQ景 くR-1THEN996

930BEEP:PRINT°'コ ート"";Q竃 蟹゚ハ アリマセン`1:GOTO900

940'

9501NPUT'°F')ケ シテ イイデMス ネ(Y/N〕";Y$

9601FY$〈 〉"Y"THEN900

970'

980GET#1,Q:GOSUB1100

990CA!=-999

991'

992GOSUB1000:PUT#1,Q

993GOTO900

994'

995'4:オ ワリ

996CLOSE#1

997END
..;

999°lsetサ フ、ルーチン

1000LSETCA$=MKS$(CA!):LSETCN$=NA$:LSETAA$=MKD$(AA#):LSETBB$=MKD$tB6#):LSET

CC$=MKD$(CC#)

1010LSETDD$=ti1KD$〔DD#〕:LSETEE$寓MKD$〔EE#):FF$=MKD$(FF#〕:LSETGG$=MKD$(GG#)

1020LSETHH$=tigKD$(HH#〕:LSETII$=MKD$〔Ii#):LSETJJ$=MKD$(JJ#)

1060RETURN

10.98'
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10999conveysionサ ブ")L一チン

11° °CA!=CVS(CA$):NA$=CN$:AA#=CVD(AA$

#=CVD(EE$):FF#=CVD(FF$):GG#=CVD(GG$):

1120RETURN晶BB#=CVD(BB$):CC#=CVD(GC$):DD#=#=CVD(HH$):II#=CVD(II$):JJ#=CV嬲$)・EE

解 説

プ ロ グ ラ ムー5(ラ ン ダム フ ァイル)

前 準 備100～140

最 大 レコ ー ド数 設 定150

選 択170～190

追 加 コー ドの表 示200

入 力230～330

確 認350～360

デ ィス クへ の 書 き込 み 処理 と レコー ド番 号 の

カ ウ ン ト370

修 正 コ ー ドの入 力400

コー ドの チ ェ ック410～430

修 正 す る レ コー ドの読 み込 み処 理450

(と り出 した所 へ もどす処 理)

各 項 目 の表 示550～660

修 正 項 目の 入 力690

修 正 項 目 の修 正720～840

デ ィ ス クへ の書 き込 み処 理860

取 り消 しす る コー ド入 力900

取 り消 しコー ドの チ ェ ック910～930

確 認950

取 り消 し960

取 り消 しコ ー ドの 読 み 込 み処 理980

デ ィス クへ の 書 き込 み処 理992

サ ブ ル ーチ ン

書 き込 む為 の 文字 型 に変 換1000～1020

文 字 型 デー ター を数 値 デ ー タ に よ る変 換

1100--1120

フ ァ イル ク ロ ー ズ996

終 了997

お わりに

今後,教 育の分野でもコンピューターの使

用は益々増加するだろう.

前述 した様に,コ ンピューターは多量の資

料 を整理 し保管 しそれ らを活用する際には短

時間で検索や処理をしてくれる.し かし,こ

れが物質や計算等にだけかかわっている時は

問題ないとしても,人 間に関する情報等にな

ると充分な配慮がなされないと恐るべき機械

となってしまう.又,個 別学習と云うことで,

子供達の学習にも使用 されることになった場

合,健 康面で問題 は起きて来ないだろうか.

技術だけではなく倫理面の教育も極めて重要

だと考える.

附記 本研究は文教大学教育学部共同研究

の基 に導入 されたNECPC-9801を 用い

て行なった.

文 献

化学便覧 丸善

化学大辞典 共立出版

化学実験 東京大学教 養学部化学教室

化学 データブ ック 培風館

パ ーソナル コンピュータスクール テキス ト

NHK文 化セ ンター

CAIの すべて 産業 能率大学教 育工学研究 セ ン

ター

化学マ イコン入 門 田中善正 南江堂

工業化学のためのBASICプ ログラ ミング

大島栄次 日刊工業

BASICに よる化学 菊池修 共立 出版

BASICに よる化学 ドライラボ入 門 吉村忠与

ま心 共立出版

一31一


